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　 キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ Salamandrella 

keyserlingii は，ロシア，カザフスタン，モンゴル，

中国，朝鮮民主主義人民共和国と日本に分布し，

世界の有尾両棲類のなかで最も広範囲に分布す

る種である．しかし，日本国内での分布は局所

的であり，現在は北海道の釧路湿原域において

のみ分布が確認されている．

　キタサンショウウオの卵嚢の天敵については，

Bassarukin・Botkin（1984）がサハリンにおい

てはゲンゴロウ科の甲虫，トビケラの幼虫，ヒ

ルなどが卵嚢や幼生を捕食すると報告している．

また植田ほか（2000）がウスリー地方における

トビケラの幼虫による卵嚢の捕食を報告してい

る．

　今回，筆者らは北海道釧路郡釧路町に位置す

るキタサンショウウオ生息地において，卵嚢の

食害調査を実施した．その結果，キタサンショ

ウウオ卵嚢の天敵として新たな知見を得ること

ができたため報告する．
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　2013 年 4 月 28 日から 5 月 3 日の間，北海道

釧路郡釧路町に位置するキタサンショウウオ生

息地で調査を実施した．調査地は釧路湿原国立

公園内に位置する湿地である．

調査では調査地内を踏査し，目視によって卵嚢

を探索した．卵嚢を発見した際は，卵嚢双数，

卵嚢の付着基物，水深，卵嚢内の天敵の有無，

食害の有無などの記録を行った．

　調査の結果，調査地内の中間湿原（以下水域

No.1），低層湿原（水域 No.2）の 2 ヶ所の水域

でキタサンショウウオの卵嚢を確認することが

できた．各水域において確認することができた

卵嚢双数は，水域 No.1 では 134 双の卵嚢，水

域 No.2 では 67 双の卵嚢であった．2 ヶ所の

水域ではともに水生のダニによる卵嚢内への侵

入及び食害と考えられる様子が確認された．確

認された水生のダニは全て，脚が 8 本，体が球

形，体色は赤色であった（図 1）．体の大きさ

は 0.5 ～ 2.0mm 程度であった．本水生ダニの

同定を土壌性ダニ類の専門家である法政大学の

島野智之氏に依頼したところ，アカミズダニ科 

Hydryphantidae の一種であると考えられるとい

う回答が得られた．その他に卵嚢を捕食してい

た捕食者は確認されなかった．

　産卵水域 No.1 においては，134 双中 84 双

（62.69%）の卵嚢にアカミズダニ科の一種（以

下ダニ）の侵入が確認された．また，直接卵に

取り付いた（食い付いた）捕食者は見当たらな

いが，何らかの捕食者によって食害を受けたと

考えられる卵嚢が 18 双（13.43%）確認された．

卵嚢内へのダニの侵入も食害と考えられる様子

も確認されなかった卵嚢は 32 対（23.88%）で

あった．

　 産 卵 水 域 No.2 に お い て は，67 双 中 35 双

（52.24%）の卵嚢にダニの侵入が確認された．

また，直接卵に取り付いた（食い付いた）捕食

者は見当たらないが，何らかの捕食者によって

食害を受けたと考えられる卵嚢が 3 双（4.48%）

確認された．卵嚢内へのダニの侵入も食害と考

えられる様子も確認されなかった卵嚢は 29 対

（43.28%）であった．

　食害と考えられる様子は，1 双の卵嚢内に複

数のダニが侵入し，卵に食いついていた（図 2，

図 3）．捕食された卵は白濁し死滅している様子

が確認された．食害を受けていない卵は正常に

発生していた．

　本調査の結果，水域 No.1，No.2 ともにダニ

による卵の捕食と考えられる様子が確認された．

食害と考えられる様子が確認された卵嚢の出現

率は両地区ともに 50% を超えていた．特に水

域 No.1 においては，食害と考えられる痕跡のみ

が確認された卵嚢も含めた場合，その出現率は

70% 以上と非常に高い値を示した．このことか

ら，ダニは本調査地に生息するキタサンショウ

ウオの卵嚢にとって天敵となりうると考えられ

た．しかし，ダニが本当に卵を捕食するために

卵嚢内に侵入していたのかどうかについては定

かではない．また，実際にダニが卵を捕食して

いた場合であっても，本調査では卵嚢内の卵の

正確な食害率の調査は実施していないため，ダ

ニによる卵嚢の食害が本調査地に生息するキタ

サンショウウオ個体群に対してどのような影響

を与えているかまでは明らかにすることができ

なかった．今後は，ダニの卵嚢内への侵入の目

的の検証実験や卵嚢内の卵の食害率の調査を実

施することで，ダニによる卵嚢への影響をより

明確にしていきたい．また，キタサンショウウ

オの卵嚢を捕食していると考えられたダニは，

釧路湿原域において広く分布している種である
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と考えられたが，他のキタサンショウウオ生息

地においてダニによる卵嚢の食害と考えられる

様子はほとんど確認されていない．その要因を

明らかにするためには，本調査地と他の生息地

におけるダニの生息状況の違い（種の違い，生

息数の違いなど）を調査・研究していく必要が

あると考えられる．こういった調査・研究を実

施することは，今後キタサンショウウオの個体

群や生息地を保護・保全していくための一助と

なると考えられるため，次年度以降の課題とし

たい．

　この報告をまとめるにあたって，お忙しい中，

水生ダニの同定をしていただいた法政大学の島

野智之氏に心より御礼申し上げる．
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図 1．  卵嚢内に侵入していたアカミズダニ科の一種
　　　（1 メモリ 5mm）

図 2．  卵嚢に侵入したアカミズダニ科の一種の様子

図 3． アカミズダニ科の一種が卵を捕食していると考
　　　えられる様子


